
彩りに笑顔を添えて
　10月にオープンした「長島ブーゲンビリアの丘」では、
さまざまな種類のブーゲンビリアが、来場者を楽しませて
います。　　　　　　　　　



　

11
月
18
日
、
長
島
全
土
を
舞
台
に

第
62
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が

秋
空
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
中
学
校
７
チ
ー
ム
、

一
般
16
チ
ー
ム
の
計
23
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
大
会
の
生
み
の

親
で
、
10
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
永
田

健
太
郎
さ
ん
（
浜
漉
）
を
し
の
び
、

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
、
選
手
全
員
が

喪
章
を
つ
け
て
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

午
前
10
時
、
号
砲
と
同
時
に
鷹
巣

を
ス
タ
ー
ト
。
長
島
一
周
36
・
２
km

の
コ
ー
ス
を
、
選
手
た
ち
は
１
本
の

た
す
き
に
想
い
を
乗
せ
て
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
平
成
30
年
３
月
に

閉
校
と
な
る
汐
見
小
学
校
の
出
身
者

ら
が
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
。
チ
ー
ム

名
の
と
お
り
の
「
汐
見
魂
」
を
見
せ

る
力
走
を
披
露
し
、
７
位
入
賞
と
健

闘
し
ま
し
た
。

　

高
低
差
の
激
し
い
長
島
一
周
を
14

区
間
で
競
っ
た
中
学
校
の
部
は
、
３

年
連
続
で
鷹
巣
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

が
、11
区
間
で
競
っ
た
一
般
の
部
は
、

東
町
漁
協
が
見
事
に
２
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
結
果
、
大
会
新
記
録
、

永
年
選
手
賞
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

一 般 の 部

１ 東町漁協 2:14:26

２ 東陸友会 2:17:22

３ 黒牛会 2:23:07

４ 消防 119 2:29:04

５ 長島町役場（鷹巣） 2:31:29

６ 獅子島駅伝クラブ 2:32:25

７ 汐見魂 2:33:42

８ キングダッシュ 2:33:44

９ 長島町役場（指江） 2:35:50

10 長島ＮＲＣ 2:36:14

11 長島町消防団 2:40:06

12 青年団 2:47:53

13 長島ＯＢクラブ 2:53:05

14 ポッキリーズ 2:59:41

15 ＪＡ鹿児島いずみ 3:06:41

16 鹿児島相互信用金庫 3:21:48

中 学 校 の 部

１ 鷹巣中学校Ａ 2:21:01

２ 長島中学校Ａ 2:25:27

３ 川床中学校Ａ 2:26:09

４ 平尾中学校 2:29:26

５ 鷹巣中学校Ｂ 2:33:54

６ 長島中学校Ｂ 2:35:39

７ 川床中学校Ｂ 2:40:03

◇
大
会
新
記
録

中
学
校
の
部

１
区　

大
堂　

愛
斗（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

７
分
35
秒

３
区　

床
並　

仁
瑛（
平
尾
中
学
校
）

　
　
　

10
分
49
秒

　
　
　

中
村　

晃
斗（
鷹
巣
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

11
分
07
秒

　
　
　

小
川　

航
平（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

11
分
12
秒

　
　
　

平
薮　

聡
汰（
川
床
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

11
分
15
秒

　
　
　

小
川　

純
聖（
長
島
中
学
校
Ｂ
）

　
　
　

11
分
16
秒

７
区　

平　
　

慈
源（
鷹
巣
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

10
分
22
秒

８
区　

岩
下
み
な
み（
川
床
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

９
分
03
秒

13
区　

町
田　

敬
斗（
長
島
中
学
校
Ａ
）

　
　
　

10
分
14
秒

一
般
の
部

３
区　

白
濵　

信
太（
東
陸
友
会
）

　
　
　

10
分
42
秒

４
区　

竹
口　
　

俊（
東
町
漁
協
）

　
　
　

12
分
57
秒

◇
永
年
選
手
賞

40
回
選
手
賞

小
城　

久
義
（
長
島
町
役
場
・
鷹
巣
）

町
田
章
太
郎
（
長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

30
回
選
手
賞

脇
田　

高
洋
（
長
島
町
役
場
・
鷹
巣
）

20
回
選
手
賞

中
西　

知
廣
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

谷
尾　

政
樹
（
黒
牛
会
）

15
回
選
手
賞

山
﨑　
　

亮
（
消
防
１
１
９
）

菊
地　

章
憲
（
消
防
１
１
９
）

鈴
木　

一
平
（
長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

宮
路　

優
作
（
黒
牛
会
）

北
村　

勇
人
（
ポ
ッ
キ
リ
ー
ズ
）

梅
川　
　

稔
（
獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ
）

山
下　

泰
士
（
東
陸
友
会
）

石
田　
　

淳
（
東
陸
友
会
）

10
回
選
手
賞

梅
田　

正
文
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

鳥
越　
　

伸
（
長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）

飯
尾　

忠
徳
（
消
防
１
１
９
）

岩
下　
　

翼
（
消
防
１
１
９
）

梅
田　

祐
希
（
消
防
１
１
９
）

一
本
の
た
す
き
に
想
い
を
乗
せ
て
第
62
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会

↑号砲と同時に一斉にスタート↑２連覇を達成した東町漁協↑中学校の部でトップでゴールする鷹巣中学校Ａ

↑上り坂を懸命に走る選手

↑最終のゴールを決めた鹿児島相互信用金庫

↑ 40 回選手賞を受賞する町田さん ↑ 40 回選手賞を受賞する小城さん
↑選手宣誓をする中橋信人さん（東町漁協）
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地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式

典
が
11
月
20
日
、
東
京
千
代
田
区
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
長
島

町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

自
治
体
の
運
営
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
た
地
方
自
治
法
の
施
行
か
ら

70
周
年
を
記
念
し
た
こ
の
式
典
に

は
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
や
安
倍

晋
三
首
相
、
自
治
体
関
係
者
ら
約

３
５
０
０
人
が
参
加
。
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
が
御
臨
席
さ
れ
、
東
京
消
防

庁
音
楽
隊
に
よ
る
国
歌
吹
奏
や
総
務

大
臣
に
よ
る
式
辞
の
後
、
地
方
自
治

功
労
者
の
団
体
表
彰
を
本
町
が
授
か

り
ま
し
た
。

　

本
町
は
『
夢
と
活
力
が
あ
り　

住

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る　

福

祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
九
州
内
の
町
村
で

は
初
と
な
る
福
祉
事
務
所
の
開
設

や
、
町
民
と
協
働
で
沿
道
を
石
積
み

花
壇
な
ど
で
彩
る
「
ぐ
る
っ
と
一
周

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り
」
事
業
、

農
業
・
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

や
婚
活
・
出
産
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
な
ど
を
推
進
す
る
地
方
創
生
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
施
策
を
、
地

域
と
と
も
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

式
典
で
は
、
国
会
（
立
法
府
）、

内
閣
（
行
政
府
）、最
高
裁
判
所
（
司

法
府
）
の
代
表
者
が
祝
辞
を
述
べ
、

安
倍
首
相
は
「
地
域
の
活
力
な
く
し

て
日
本
の
活
力
は
な
い
。
国
と
自
治

体
は
力
を
合
わ
せ
て
未
来
を
開
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
「
地
方
自
治
法
70
年

の
歴
史
と
展
望
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
か
れ
、
人
口
が
減
少
す

る
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
方
自
治
法
は
憲
法
と
同
じ
昭
和

22
年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、
自
分

た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
が

責
任
を
も
っ
て
行
お
う
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

や
す
い
環
境
で
、
地
方
公
共
団
体
独

自
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
そ

の
地
域
に
密
着
し
た
政
治
を
行
え
る

の
が
地
方
自
治
で
す
。

　

同
法
に
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町

村
の
組
織
と
運
営
の
基
本
、
国
と
自

治
体
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

町民と協働のまちづくりが認められる

長
島
の
さ
か
な
と
元
気
を
Ｐ
Ｒ

長
島
町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

天皇、皇后両陛下が御臨席された記念式典（写真提供：共同通信社）

第
10
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り

多くの海産物も販売

大物をゲット、ブリの一本釣り

毎回人気の模擬入札

↑長蛇の列ができたブリ料理の試食↑新沼謙治芸能ショーに沸く会場↑会場の目前を通過する漁船パレード

　

長
島
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
味
わ
い

楽
し
み
、
ブ
リ
の
養
殖
日
本
一
の
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
第
10
回
長
島
お
さ
か
な

祭
り
が
、
11
月
26
日
、
薄
井
漁
港
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
本
町

火
ノ
浦
出
身
の
プ
ロ
歌
手
「
流
星
＊

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
」
さ
ん
に
よ
る
歌
で

開
幕
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
模
擬
入
札
や
ブ
リ
の

一
本
釣
り
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
28
隻
の
漁
船
が
列

を
な
し
て
の
漁
船
パ
レ
ー
ド
や
、
大

漁
祈
願
餅
投
げ
、
お
楽
し
み
抽
選
会

や
、
芸
能
シ
ョ
ー
な
ど
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
５
０
０
食
を
準
備
し
て
い
た
ブ

リ
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
刺
身
や
ブ

リ
カ
ツ
、
ブ
リ
ご
飯
、
ブ
リ
汁
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
長
島
の
ブ
リ
料
理

を
堪
能
し
よ
う
と
来
場
者
が
詰
め
か

け
、
お
昼
過
ぎ
に
は
完
売
す
る
ほ
ど

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

ブ
リ
の
一
本
釣
り
で
、
９
㌔
を
超

え
る
大
物
を
釣
り
上
げ
た
笹
峯
陽
一

さ
ん
（
霧
島
市
）
は
「
こ
ん
な
大
き

な
ブ
リ
を
釣
り
上
げ
て
感
無
量
で

す
。
刺
身
と
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
ア
ラ

煮
を
味
わ
い
た
い
」
と
笑
顔
で
こ
た

え
て
い
ま
し
た
。

　

第
10
回
と
い
う
節
目
と
な
っ
た
今

回
の
祭
り
に
は
、
島
内
外
か
ら
、
前

回
の
倍
と
な
る
９
２
３
０
人
が
来

場
。
芸
能
シ
ョ
ー
で
新
沼
謙
治
さ
ん

を
迎
え
る
と
、
会
場
は
溢
れ
ん
ば
か

り
の
人
だ
か
り
が
で
き
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

沿
道
の
花
ば
な
を
楽
し
み
な
が
ら

第
４
回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

11
月
23
日
、
役
場
前
駐
車
場
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
第
４
回
長

島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
長
島
の

秋
の
花
街
道
を
歩
き
楽
し
も
う
と
、

８
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ク
を
折
り
返
す
７
㌔
と
、
塩
追

集
落
を
通
り
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷

で
折
り
返
す
13
㌔
の
２
コ
ー
ス
。
参

加
者
ら
は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
、

沿
道
に
黄
色
く
花
咲
く
ツ
ワ
ブ
キ
の

花
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
の
折
り
返
し
地
点
で

は
、
ふ
か
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
お
茶

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
ら
を

も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、

鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
池
田
美
義

さ
ん
夫
婦
は
「
長
島
に
は
よ
く
来
て

い
る
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
は

初
め
て
。
長
島
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
後
半
も
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
甲
斐
友
也
さ
ん
が
作
っ
た
豚
汁

と
ご
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
ら

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

↑花文字で参加者を応援↑ツワブキの花を楽しみながらウォーキング
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長
年
の
消
防
団
活
動
へ
献
身

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
な
ど
に
尽
力

仲
間
を
通
じ
て
生
き
が
い

作
り
な
ど
を
高
く
評
価

地
域
・
学
校
と
密
着
し
た
活
動
が
評
価

災
害
発
生
時
の
早
期
復
旧
に
尽
力

獅
子
島
幼
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

長
島
町
建
友
会
が
平
成
29
年
度
災
害
復
旧

及
び
災
害
防
止
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

10
月
19
日
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
た
第
46
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
（（
公
財
）
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
）
で
、
本
町
茅
屋
集
落
の
茅
屋
老
人
ク
ラ
ブ
（
宮

瀬
保
会
長
）
が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞
し
、
11
月
７
日
、
宮
瀬
会
長
が
川

添
町
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
70
人
。
集
落
内
の
花
植
え
、

草
取
り
な
ど
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
高

齢
者
が
参
加
で
き
る
機
会
を
作
っ
た
り
、
小
学
生
と
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
世
代
を
超
え
た

交
流
に
取
り
組
ん
だ
り
と
積
極
的
な
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

茅
屋
老
人
ク
ラ
ブ
が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞

　

獅
子
島
幼
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
波
戸
憲
一
郎
会
長
）

が
、
平
成
29
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
、
11
月
22
日
、
波
戸
会
長
ら
が
報
告
に
来
庁
し

ま
し
た
。

　

獅
子
島
幼
小
中
学
校
の
統
合
再
編
か
ら
５
年
。
同
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
地
域
間
の
融
和
を
目
指
し
、
地
域
・
学
校
と
共

に
「
獅
子
島
太
鼓
」
の
演
奏
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
健

全
育
成
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
波
戸
会
長
は
「
５
年
の
節
目
に
、
文
部
科
学
大
臣

表
彰
と
い
う
価
値
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
今
ま
で

以
上
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
平
成
29
年
度
災

害
復
旧
促
進
全
国
大
会
（（
公
社
）
全
国
防
災
協
会
主

催
）
で
、
長
島
町
建
友
会
（
木
場
盛
二
会
長
）
が
、
災

害
復
旧
及
び
災
害
防
止
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
20
年
５
月
に
本
町
と
災
害
発
生
時
の

応
援
協
定
を
締
結
。
以
来
、
災
害
時
に
土
砂
除
去
や
倒

木
撤
去
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
に
努
め
、
20

㍉
毎
時
以
上
の
降
雨
が
あ
る
と
き
に
は
、
自
主
的
に
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
災
害
の
未
然
防
止
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
団
体
で
の
受
賞
は
全
国
で

４
団
体
の
み
で
、
同
会
の
住
民
生
活
安
定
へ
の
多
大
な

貢
献
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章
を
受
章

　

長
島
町
消
防
団
の
２
人
の
団
員
が
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
12
月
１
日
、

町
長
室
を
訪
れ
、
川
添
町
長
に
受
章
報
告
を
し
ま
し
た
。

町口孝治さん（小浜）
　町口孝治さんは、秋の褒章で、藍綬褒
章を受章されました。
　同氏は、昭和 52年に旧長島町消防団
に入団。平成 18年の合併に伴う団再編
により、団長職を退き副団長として就任
し、歴史の異なる２つの消防団を一つの
長島町消防団としての発展に尽力されま
した。
　平成 22年には住宅用火災警報器の義
務化を前に、消防団による設置推進を強
く訴え、本町の設置率を大幅に引き上げ
るなど、地域住民の安心安全を第一とし
た施策を提唱してきました。平成 27年
には、時代に即した団組織のさらなる防
災力充実強化のため、女性消防団の必要
性を訴え、発足に尽力されました。

↑川添町長へ報告に訪れた宮瀬さん（写真左）

↑受賞報告に訪れた波戸さんら（写真右から２番目）

↑受賞報告に訪れた木場会長（写真中央）と宮脇副会長

↑町口孝治さん（写真右） ↑竹上直登さん（写真右）

↑祝賀会では同財団会長の安倍昭恵氏と記念撮影も ↑受賞の報告に訪れた飯尾さん（写真中央手前）

　

第
49
回
社
会
貢
献
者
表
彰
（（
公

財
）
社
会
貢
献
支
援
財
団
主
催
）
が
、

11
月
27
日
に
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
本
町
城
川
内
の
飯
尾
順
子

さ
ん
が
社
会
貢
献
者
表
彰
を
受
賞
。

12
月
１
日
、
川
添
町
長
へ
報
告
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
社
会
の
各
分
野
で
顕

著
な
功
績
を
挙
げ
な
が
ら
も
、
社
会

的
に
報
わ
れ
る
機
会
の
少
な
い
人
を

対
象
に
表
彰
す
る
も
の
で
、
昭
和
46

年
以
来
、行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

飯
尾
さ
ん
は
、
町
内
で
医
院
を
開

業
す
る
夫
の
飯
尾
一
成
さ
ん
を
支
え

る
中
で
、
70
歳
を
目
前
に
し
て
、
本

町
か
ら
特
別
養
護
老
人
施
設
の
建
設

を
要
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
自
ら
園
長

と
な
る
た
め
に
、
資
格
を
取
得
。

　

平
成
12
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
あ
か
ね
園
」
と
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
平
成
19
年
に

は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
開
所

さ
れ
ま
し
た
。
職
員
と
一
緒
に
な
っ

て
研
修
を
重
ね
、
よ
り
良
い
施
設
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
愛
さ
れ
る
施
設
運
営
に
長
き
に

渡
り
尽
力
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

飯
尾
順
子
さ
ん
（
城
川
内
）
に
社
会
貢
献
者
表
彰

竹上直登さん（山寺）
　竹上直登さんは、春の褒章で、藍綬褒
章を受章されました。
　同氏は、昭和 55年に旧東町消防団に
入団。同年に開催された第 13回鹿児島
県消防操法大会では小型ポンプの部で優
勝を果たすなど、消防操法技術の向上に
大きく貢献されました。
　平成７年に本部部長に任命されてから
は、消防団員の技術向上と教育訓練の指
導に携わり、団員の資質向上に努め、平
成 19年に副団長に着任してからは、諏
訪義則団長をサポートしながら、過去の
災害の経験を生かし、災害危険個所の積
極的な調査や自衛消防組織の定期的な訓
練体制の強化など、災害予防思想の普及
に尽力してきました。
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地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、11 月から新たに１人を「地域おこし
協力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

白
しらとり

鳥 薫
かおる

さん (47)
　東京都町田市から子ども２人と猫３匹と一緒に移住し
てきました。医学書の出版社で 11 年間本作りに携わっ
たり、ECサイトで販売ページの文章校正や作成をしたり
してきました。文字を読んだり書いたりすることが大好
きです。
　大学で教育学を専攻していたので、教育の実践に興味
があります。地域おこし協力隊として、Nセンターの活
性化を中心に教育分野を担当します。趣味は漫画収集と
長時間カラオケです。よろしくお願いします！

わが町の地方創生

↑赤ちゃんと一緒にダンスを披露

↑家族と一緒に来庁した白鳥薫さん（写真右）

霧島観光ホテルの総支配人らが上陸
長島大陸視察ツアー

　業界で活躍中の一流シェフ・飲食関係者が来町
し、生産現場へ足を運び直販交渉の機会を提供す
る「長島大陸視察ツアー」は、2016 年３月から
開始し、これまで多くの関係者らが参加していま
す。
　11 月 13 日、霧島観光ホテルの総支配人と副
料理長が長島町の食材視察に来られました。
　半日という短い時間で、町内５つの事業者を訪
問。食材の旬の時期に同ホテルでの利用に向けて
積極的な意見交換が行われていました。

↑山上農園を視察する担当者ら

川商ハウス長島支店がオープン

↑同支店長に着任した今田支店長（写真右）と水谷専務

　12 月７日に川商ハウス長島支店が指江にオー
プンしました。
　長島町と川商ハウスは９月に「空き家・空き地
等の利活用に関する連携協定書」を締結しました。
それ以降、さまざまな連携方法を検討していまし
たが、地元のニーズにもっと積極的に応えること
を目的に同支店のオープンとなりました。
　長島町では、初めての不動産会社となります。
空き家を活用したい・管理して欲しい・手放した
い、家を建てる土地が欲しい、家を探している、
不動産投資をやりたいなど、不動産に関する悩み
を持っている人は、お問い合わせください。

◎問い合わせ先
　川商ハウス長島支店（指江 1327-1）
　☎（88）5551　FAX（88）5553
　営業：10:00 ～ 17:30（定休日：火、水） Tax News

町税の年内完納にご協力ください！ ～ 12 月は町税完納月間～

　町では、12 月を「町税完納月間」と定め、町税
の確保に務めています。軽自動車税、固定資産税、
町県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢
者医療保険料の納付がまだ済んでいない人は、12
月中に早めの納付をお願いします。
　口座振替をされている納税者については 25日が
振替日となっていますので、預金残高の確認をお願
いします。
　税金は、私たち町民が豊かで安心した暮らしを送
るための社会共通の会費です。税に対するご理解と
ご協力をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場税務課　☎（86）1172［直通］

12月は
　町県民税（4 期）
　国民健康保険税（6 期）
　介護保険料（6 期）
　後期高齢者医療保険料（6 期）　の納付月です。

『納付期限は 12 月 28 日（木）』

↑今回も多くの参加者で賑わった関東ながしま会

　11 月４日、５日の２日間、長島町文化ホールを
メイン会場として長島町総合文化祭が開催されまし
た。
　５日、町文化ホールでは、第 17回ながしま造形
美術展の表彰式に続いて、日本舞踊やダンス、各学
校による合唱や吹奏楽などが発表されました。ロ
ビーでは長島茶道部会とまこと保育園の園児らが来
場者へお茶のお点前を披露していました。
　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の展示部門では、地域
や学校、団体から出品された書道、絵画、写真、短
歌、手芸品、盆栽、華道などが並べられ、来場者の
目を楽しませていました。
　舞台発表と展示発表が行われた２日間、感性あふ
れる作品や発表が、芸術の秋を彩っていました。

芸術の秋楽しむ 郷土への想い語り合う
　11 月 19 日、東京都台東区の上野精養軒で、関
東在住の本町出身者でつくる関東ながしま会（児島
寛会長）の第 11回総会が開催されました。
　この日は、川添町長をはじめ町関係者も数多く参
加。町長の本町近況報告に、参加者らは熱心に耳を
傾けていました。
　懇親会が始まると、郷土の焼酎「さつま島美人」
を酌み交わし、郷土への想いを語り合うなど話に花
を咲かせ、長島弁と笑い声が会場中に響き渡ってい
ました。
　この日は本町のふるさと納税コーナーも開設。多
くの参加者から寄付をいただきました。いただいた
寄附金は、今後本町の地域活性化施策などさまざま
な事業へ活用させていただきます。

第 11 回関東ながしま会第 12 回長島町総合文化祭
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2
日

5
日

6
日

７
日

８
日

10
日

12
日

13
日
～
15
日

15
日

16
日

17
日

18
日

18
日
～
21
日

22
日

23
日

24
日

26
日

27
日

27
日
～
30
日

県
民
表
彰
式
参
列　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
振
興
の
諸
施
策
に
関
す
る
県
へ
の
要
望

（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
文
化
祭
・
造
形
展
表
彰
式

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
会
運
営
委
員
会

（
鹿
児
島
市
）

茅
屋
老
人
ク
ラ
ブ
「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
優
良
団
体
表
彰
伝
達　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
研
修
会
講
話

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

愛
媛
県
宇
和
島
市
長
と
の
意
見
交
換
会（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
空
屋
対
策
協
議
会　
　
　
　
（
役
場
）

南
大
隅
町
と
の
南
北
交
流
会　
　
　
（
町
内
）

鷹
巣
中
学
校
ロ
ボ
コ
ン
大
会
総
合
優
勝
報
告
会
（
役
場
）

造
形
美
術
展
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
（
出
水
IC
～
高
尾
野

北
IC
間
）
開
通
式
典　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
理
事
会
・
定

期
総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
役
員
事
務
引
継
ぎ

（
鹿
児
島
市
）

出
水
税
務
署
長
納
税
表
彰
式　
　
（
出
水
市
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会　
　
　
　
（
町
内
）

関
東
な
が
し
ま
会　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式
典（
東
京
都
）

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
会
本
会
議（
鹿
児
島
市
）

つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
役
場
前
駐
車
場
）

補
正
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
等
合
同
研
修
会
・
懇
親
会

（
役
場
）

お
さ
か
な
祭
り　
　
　
　
　
　
（
薄
井
漁
港
）

獅
子
島
架
橋
期
成
会
理
事
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

平
成
29
年
度
災
害
復
旧
促
進
全
国
大
会
・
懇

談
会
、
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
臨
時
評
議
員
会
、

全
国
町
村
会
理
事
会
、「
町
村
の
振
興
を
考
え

る
会
」
意
見
交
換
懇
談
会
、
日
本
加
除
出
版

創
立
75
周
年
記
念
祝
賀
会
、
全
国
町
村
長
大

会
・
要
望
活
動
、
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性

化
推
進
協
議
会
常
任
理
事
会
・
推
進
大
会
・

定
期
総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

11月

　明治維新の立役者・西郷隆盛
を勇気と実行力で時代を切り開
いた「愛にあふれたリーダー」
として描いています。

　泣き虫でどんくさい「げぼく」と暮らす、
かしこいネコの「わたし」。一緒にあそんだ
り、ケンカもしながら「げぼく」と幸せな
日々をすごします。そして別れのときが…。

上
野　

そ
ら　

作

「
わ
た
し
の
げ
ぼ
く
」

著
　
林
　
真
理
子

「
西
郷
ど
ん
！
」

島
山
に
風
わ
た
る
こ
ゑ
墓
参
り　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

運
動
会
学
舎
閉
じ
る
樽
太
鼓　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

藍
の
海
続
く
沿
線
秋
澄
め
り　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

程
ほ
ど
の
暮
ら
し
勤
労
感
謝
の
日　
　
　
　

大
堂　

早
苗

羊
羹
を
厚
く
勤
労
感
謝
の
日　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

年
ゆ
き
て
集
う
姉
妹
に
菊
香
る　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

ふ
る
さ
と
が
恋
し
き
日
な
り
文
化
の
日　
　

山
嵜
加
代
子

暗
黒
に
走
り
出
す
四
時
秋
小
雨　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

良
夜
か
な
一
族
揃
い
白
寿
の
賀　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

生
き
る
こ
と
そ
れ
が
勤
労
感
謝
の
日　
　
　

脇
田　

武
志

旅
終
へ
て
秋
夕
焼
の
家
路
か
な　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

鵙
の
声
枡
よ
り
ざ
こ
の
零
れ
け
り　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

勲
章
に
縁
な
く
生
き
て
文
化
の
日　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

［
短
歌
］

雨
晴
れ
て
天
草
島
が
近
く
見
ゆ
ハ
イ
ヤ
大
橋
白
く
光
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

夕
陽
浴
び
烏
の
群
れ
の
一
頻
り
山
覆
い
尽
く
し
声
啼
き
交

わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

「
ケ
リ
」
が
啼
く
冬
の
初
め
の
夕
暮
れ
に
新
聞
に
て
ぞ
名

を
ば
知
り
得
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

美
し
き
時
過
ぎ
や
す
き
紅
葉
も
せ
い
い
っ
ぱ
い
に
舞
い
ち

り
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

木
枯
ら
し
に
身
ぐ
る
み
剥
が
れ
し
柿
の
木
の
踏
ん
ば
り
耐

へ
て
赤
き
実
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

世
に
生う
ま

れ
生い

き

る
事
な
る
難
か
し
い
何
事
な
る
も
頑が

ん
ば
る張

事
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

車
窓
あ
け
「
ち
江
ば
あ
何
し
て
ん
の
」
と
声
か
く
る
曾
孫

に
手
を
振
り
長
く
見
送
る　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

刈
り
取
り
し
出
水
平
野
は
荒
涼
と
鶴
の
飛
来
を
ひ
た
望
む

か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

陽
を
背せ
な

に
柿
の
皮
む
く
高
空
を
鶴
は
ひ
と
声
鳴
き
て
瀬
戸

越
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

見
上
げ
ゐ
る
開
聞
岳
は
国
の
は
て
特
攻
の
機
影
如
何
に
越

へ
し
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

駅
伝
の
走
者
は
襷

た
す
きを

渡
し
終
へ
息
荒
か
れ
ど
顔
や
は
ら
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

指
を
差
し
真
剣
真
顔
の
遺
影
向
き
恩
師
想
は
ば
身
の
引
き

締
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

遠お
ち
こ
ち近

の
漁
火
見
つ
つ
わ
れ
老
ひ
て
遠
き
想
ひ
に
暫
し
浸
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

花
一
輪
あ
れ
ば
事
足
る
吾
な
る
に
米
寿
祝
ひ
の
花
束
い
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

こ
と
さ
ら
に
欲
し
き
も
の
な
し
老
わ
れ
に
帰
省
の
子
ら
の

笑
顔
光
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

長島町地域包括支援センターだより
長島元気ＧＯＧＯ！体操グループを立ち上げませんか？

　町地域包括支援センターでは、いつまでも自分
の足で歩いていこう！という意味を込めて「長島
元気ＧＯＧＯ！体操」を昨年度作成し、現在さま
ざまなところで普及活動をしています。この体操
を持続していけば、下肢筋力の維持や全身のほぐ
し運動に役立ちます。
　体操をしたり、体を動かす機会があったらいい
な…と思っていても、場所がなかったり、何をし
ていいのか分からなかったとお困りの人も多いと
思います。

　地域包括支援センターは「長島元気ＧＯＧＯ！
体操」や数種類の決められた運動を実施する会の
立ち上げ、継続を支援していきます。毎週通う場
所があり、用事があることは、心と身体の健康に
つながります。身近に通える場所で、元気な心・
身体づくりをはじめてみませんか？
◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

　認知症になっても安心して暮らせる町づくりを
目指して、認知症の人やその家族・支援者らが、
たすきリレーする「ＲＵＮ伴＋」。北海道からつ
ないできたたすきが、11 月 19 日、長島町に初
めて渡ってきました。
　今回のイベントは「ＲＵＮ伴＋ 2017in 長島実
行委員会」（園田哲也実行委員長）のメンバーが
中心になり開催したものです。この日は、川床か
らだんだん市場までの約６㌔をたすきでつなぎ、
だんだん市場うずしおパークにゴールしました。
　ゴールした園田実行委員長は「このたすきリ
レーを通じて、認知症になってもみんなで助け支
え合えるつながる輪を地域の皆さんと作っていき
たい」とあいさつしました。
　この日は、認知症のテーマカラーの「オレンジ」
にちなみ、実行委員らがだんだん市場で長島町の

Ｒ
ラ ン

ＵＮ伴
とも

 ＋
プラス

 2017in 長島認知症理解へたすきを繋ぐ

ミカン飴とともに啓発チラシを配布したり、認知
症を理解し、支えるための寸劇を披露したりして、
認知症への理解を呼びかけたほか、長島中学校吹
奏楽部による演奏で、会場を盛り上げていました。
　本町までつながったたすきは、この後、阿久根
市へ渡り九州の最終ゴールの薩摩川内市へと向か
いました。

↑ゴール後、参加者全員で記念撮影
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司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

を
開
催

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

県
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
窓
口

と
し
て
「
司
法
書
士
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
次
の
と
お

り
司
法
書
士
に
よ
る
「
無
料
法
律

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）

　

13
時
～
17
時

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
相
談
受
付
内
容

　

身
近
な
法
律
問
題
の
相
談

○
実
施
内
容

　

司
法
書
士
に
よ
る
面
談
相
談

　

※
相
談
は
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

国
の
検
査
を
受
け
た
種
バ
レ

イ
シ
ョ
を
購
入
し
ま
し
ょ
う

　

種
バ
レ
イ
シ
ョ
の
販
売
に
あ

た
っ
て
は
、
病
害
虫
の
侵
入
や
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
植
物

防
疫
官
に
よ
る
検
査
を
受
け
、「
合

格
証
票
」
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

種
バ
レ
イ
シ
ョ
検
疫
で
は
、
シ

ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
ウ
イ
ル
ス
病

な
ど
の
病
害
虫
が
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
イ
シ
ョ
に
被
害
を
及
ぼ
す

病
害
虫
の
侵
入
を
防
止
す
る
た

め
、
家
庭
菜
園
用
も
含
め
、
種
イ

モ
に
は
必
ず
国
の
合
格
証
票
が
添

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
農
政
部
食
の
安
全
推
進
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
９
１

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
設
置
し

て
い
る
人
は
飼
育
届
け
の
提

出
が
必
要
で
す

　

養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
伴
い
、

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
設
置
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
蜜

蜂
飼
育
届
け
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※
今
年
、
提
出
し
て
い
る
人
で

あ
っ
て
も
、
来
年
も
引
き
続
き
飼

育
す
る
場
合
は
、
改
め
て
提
出
が

○
運
転
経
歴
証
明
書
と
は

・
鹿
児
島
県
で
運
転
免
許
の
全
部

　

申
請
取
消
を
行
っ
て
か
ら
５
年

　

以
内
の
人
が
申
請
で
き
ま
す

　
（
写
真
１
枚
と
、
交
付
手
数
料

　

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）。

・
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
使

　

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
効
期

　

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
は
即

　

日
交
付
で
す
が
、　

警
察
署
で

　

の
申
請
の
場
合
は
、
後
日
、
警

　

察
署
で
の
受
け
取
り
に
な
り
ま

　

す
。

※
運
転
免
許
の
自
主
返
納
者
に
対

し
て
提
供
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
制
度

が
あ
り
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
特
典

は
、
自
主
返
納
者
の
住
居
地
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
警
察
署
交
通
課

　

☎
（
73
）
０
１
１
０

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校
学

生
募
集
（
二
次
募
集
）

　

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校
で

は
、
管
内
２
市
１
町
に
居
住
す
る

人
を
主
な
対
象
者
と
し
て
、
医
療

機
関
お
よ
び
介
護
施
設
な
ど
に
勤

務
す
る
准
看
護
士
を
養
成
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
次
の
と
お
り
入
学
試
験

（
二
次
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

○
募
集
定
員

　

若
干
名

○
修
業
年
限

　

２
年

○
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
以
上
の
人

○
願
書
受
付
期
間

　

平
成
30
年
１
月
５
日
～
１
月
16
日

○
入
学
試
験
日

　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

○
試
験
科
目

　

現
代
国
語
、
作
文
、
数
学
、
面
接

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
医
師
会
准
看
護
学
校

　

☎
（
62
）
３
３
３
５

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を

忘
れ
ず
に

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

は
、
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示

が
不
要
と
な
り
、
代
わ
り
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成
・

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
留
意
点

　

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
設
置
し
て

い
る
全
て
の
人
が
対
象
で
す
。

（
た
だ
し
、
花
粉
交
配
用
に
使
用

す
る
時
期
だ
け
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育

さ
れ
る
人
の
届
出
は
不
要
で
す
）

○
提
出
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
３
１

歴
史
民
俗
資
料
館
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
実
施

　

町
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
仮
設

ト
イ
レ
利
用
の
お
願
い
な
ど
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
大
変
御
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
工
事
名

　

歴
史
民
俗
資
料
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

○
請
負
業
者

　

有
限
会
社
町
田
建
設

○
工
期

　

11
月
28
日
～
平
成
30
年
２
月
28
日

※
諸
般
の
事
情
に
よ
り
工
期
が
延

長
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
御

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

運
転
免
許
の
自
主
返
納
制
度

（
申
請
取
消
）
に
つ
い
て

　

運
転
免
許
の
自
主
返
納
制
度
と

は
「
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低

下
」や「
運
転
免
許
が
不
要
に
な
っ

た
」
な
ど
の
理
由
で
自
主
的
に
運

転
免
許
証
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

取
り
消
し
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

運
転
免
許
自
主
返
納
者
は
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
受
付
場
所

・
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー

・
警
察
署
・
幹
部
派
出
所

　

※
交
番
・
駐
在
所
は
不
可

○
受
付
日
時

　

平
日
の
み（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
11
時
30
分

　

13
時
～
16
時

○
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証

・
印
鑑（
認
印
可
。
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

・
全
部
取
消
の
場
合
は
手
数
料
不
要

　

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
（
医
療

費
通
知
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

に
つ
い
て
後
日
、
提
出
ま
た
は
提

示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
期
限
な
ど
か

ら
５
年
間
、
自
宅
な
ど
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
分
以
前
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
の
添

付
ま
た
は
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

公
証
役
場
を
ご
存
じ
で
す
か

　

公
証
役
場
と
は
、
公
証
人
が
法

律
行
為
そ
の
他
私
権
に
関
す
る
事

実
に
つ
い
て
の
文
書
を
作
成
し
、

証
明
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
文

書
の
証
拠
力
を
高
め
、
ま
た
は
失

効
力
を
付
与
す
る
制
度
で
す
。

　

川
内
公
証
役
場
で
は
、
利
用
さ

れ
る
人
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
昨
年
か
ら
事
務
所
を
移
転

し
、
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

遺
言
の
ほ
か
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
告
、
不
動
産
賃
貸
借
、
金
銭

消
費
貸
借
、
離
婚
な
ど
の
公
証
証

書
の
作
成
や
、
会
社
設
立
の
た
め

の
定
款
認
証
な
ど
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
事
務
所
所
在
地

　

〒
８
９
５
‐
０
０
６
１

　

薩
摩
川
内
市
御
陵
下
町
14
番
１
号

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
公
証
役
場

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
４
４
８

第
37
回
か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
人
留

学
生
を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
入
期
間

　

平
成
30
年
３
月
11
日
～
３
月
25
日

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

　

北
薩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
西
牟
田

　

☎
０
９
０
（
３
６
０
９
）
１
１
２
８
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↑全校児童 10 人で元気に発表

↑川添町長に優勝を報告

汐見小学校「汐見っ子フェスティバル」

校での活動を地域の人たちへ紹介学
　11 月 11 日、汐見小学校では地域の人たちに学
校生活の活動紹介をするとともに、生まれ育った
汐見の良さを紹介する「汐見っ子フェスティバル」
を開催しました。
　３・４年生の発表「長島の赤土バレイショのひ
みつ」では、長島赤土バレイショ誕生の歴史や知
識について発表し、ジャガイモを作っている地域
の人たちも知らないクイズを出すなど来場者をう
ならせていました。5・6 年生は、同校 135 年の
歴史を昔の写真を交えて紹介し、昔の母校を懐か
しむ声に会場は包まれていました。
　来年の３月で閉校することが決まっている同
校。最後の発表会を見ようと、ＰＴＡ会員のみな
らず多くの地域の人たちが来場し、児童らが発表
を終えるたびに、惜しみない拍手が送られていま
した。

第 17 回創造アイデアロボットコンテスト

巣中学校が２部門で優勝鷹
　10 月 28 日、第 17 回創造アイデアロボットコ
ンテスト鹿児島県中学生大会が鹿児島市で行わ
れ、鷹巣中学校の生徒たちが出場しました。
　全 36 チーム、総勢 96 人の県内から集まった
中学生たちが各部門ごとに製作した全て自作のロ
ボットで腕を競い合いました。その結果、活用部
門に出場した「チーズモッツァレラ」と、応用部
門に出場した「サザンクロス」が見事に優勝。「サ
ザンクロス」はその中でも、より機構やアイデア
に優れたチームに贈られる「ロボコン大賞」を受
賞する快挙を成し遂げました。同校は、12 月に沖
縄で行われる九州大会に出場することになります。
　出場した上口翔さん（３年）は「去年の九州大
会では、決勝トーナメントの 1 戦目で負けてし
まった。今回はその上を目指したい」と意気込み
を見せていました。

↑景観に配慮した石積みで綺麗に整備

町道瀬戸港線竣工式

積みで法面対策完了石
　10 月 29 日、田尻地区で町道瀬戸港線道路改良
工事の竣工式が行われました。
　この事業は、瀬戸港から万葉歌碑までの 110
㍍の道路改良事業で、平成 28 年度から 29 年度
の２カ年、総事業費で 2800 万円を投じて完成し
たものです。
　竣工式では、川添町長はじめ地元関係者、工事
に携わった施工業者が出席し、黒之瀬戸大橋がよ
く見える万葉歌碑の場所に地元小中学生と一緒に
記念樹を植栽しました。

↑模範試合に見入る参加者ら↑一緒に理科の実験を試みる児童たち

↑４連覇を果たした蔵之元（女子）チーム

第 12 回壮年ミニバレーボール大会

之元（女子）チームが４連覇蔵
　11 月９日から 10 日にかけて第 12 回長島町壮
年ミニバレーボール大会が開催されました。
　この大会はスポーツに参加する機会が少ない壮
年層に機会を与え、体力向上と健康増進を図るた
め町スポーツ推進委員会が毎年開催しています。
　男子 20 チーム、女子７チームの計 27 チーム
が熱戦を繰り広げました。男子チームは　茅屋ス
ポーツクラブが２年ぶりの優勝に返り咲き、女子
チームは蔵之元が４連覇を飾りました。大会結果
は次のとおりです。

【男子の部】（優勝）茅屋スポーツクラブ
（準優勝）藤之元　（３位）宮ノ浦Ｂ、薄井Ａ
【女子の部】（優勝）蔵之元（準優勝）脇崎
（３位）山中、指江

鷹巣小・伊唐小・獅子島小中が交流学習

童らが一同に集い交流を深める児
　鷹巣小学校と伊唐小学校、獅子島小中学校の３
校の児童が一同に集い、一緒に学習したり遊んだ
りすることで、お互いの交流を深める交流学習が
11 月 21 日、鷹巣小学校で行われました。
　同学年の友達と一緒に授業を受けたり、給食を
食べたりして交流を深めた児童たち。高橋賢樹さ
ん（獅子島小６年）は「今まで、こんなに多くの
友達と一緒に授業を受けた事がなかったけど、新
鮮でとても良い体験ができた」と、交流を楽しん
でいました。

鹿児島相互信用金庫卓球部が卓球教室

業団トップクラスの技を学ぶ実
　11 月 12 日、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館のリニュー
アルを記念して、鹿児島相互信用金庫卓球部による
卓球教室が開催されました。
　同部は、全国実業団卓球選手権で上位に入るなど
の実績を持ち、鹿児島国体での活躍が期待される全
国屈指の名門チームです。
　この日は、全国クラスの技を学ぼうと、町内の卓
球愛好者ら約 50 人が参加。模範試合や個別指導を
受けていました。
　練習に参加した谷村恵美さん（長島中２年）は「実
業団トップのプレーは迫力があり、教えかたも上手
で分かりやすく、とても勉強になった」と満足げに
話していました。
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10,633( ± 0)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,141(-1)
5,492(+1)

  4,482( ± 0)

　

10
月
に
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の

丘
」
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す
。
３
棟
の
硬
質
ハ
ウ
ス

内
の
約
30
種
類
１
７
４
本
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
は
、
現
在
、
赤
・
白
・
ピ
ン
ク

に
加
え
オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
、
そ
し
て
1

本
の
木
に
２
色
の
花
が
咲
く
な
ど
珍
し

い
種
類
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

○
開
園
時
間

　

９
時
～
17
時

　

・
最
終
入
園
は
16
時
30
分

○
休
園
日

　

毎
週
水
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

○
入
園
料

　

小
・
中
・
高
校
生　

２
０
０
円

　

一
般　

４
０
０
円

※
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　

小
・
中
・
高
校
生　

５
０
０
円

　

一
般　

１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

▽
長
島
一
周
駅
伝
、
つ
わ
ぶ
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
お
さ
か
な
祭
り

と
、
長
島
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
月
間

も
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

特
に
長
島
一
周
駅
伝
で
は
、
閉

校
と
な
る
母
校
の
有
志
で
作
っ
た

チ
ー
ム
「
汐
見
魂
」
の
好
成
績
に

驚
き
を
隠
せ
な
い
と
共
に
、
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

選
手
た
ち
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
。

チ
ー
ム
名
の
と
お
り
の
汐
見
の
魂

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
走
り
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
発
足
前
は
宴
席
で
「
俺

も
走
る
！
」
と
豪
語
し
て
い
ま
し

た
が
、
諸
事
情
で
ほ
と
ん
ど
…
い

や
、
全
く
手
伝
い
が
出
来
な
か
っ

た
自
分
。
申
し
訳
な
さ
と
共
に
、

チ
ー
ム
の
好
成
績
を
目
の
当
た
り

に
し
「
ゆ
ー
く
さ
走
ら
ん
じ
ゃ
っ

た
！
」
と
、
胸
を
な
で
お
ろ
す
自

分
が
い
ま
し
た
。

　

慰
労
会
に
も
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た

よ
う
で
す
。
盛
り
上
が
っ
て
来
年

も
出
場
す
る
な
ど
の
話
は
出
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
そ
の
時

は
私
も
今
度
こ
そ
…
。（濵

田
将
尚
）

平成 29 年 11 月 30 日現在
(　) 内は前月比

「
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘
」
が
見
ご
ろ

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

園を埋め尽くす、色とりどりのブーゲンビリア

1617



入 場 料 ＝全席指定　Ｓ席 4,000 円（子ども 3,000 円）、Ａ席 2,800 円（子ども 1,800 円）
前売券販売所＝長島町文化ホール（指江）・長島町開発総合センター（鷹巣）・Ｒショップかわみなみ（川床）
　　　　　　　竹本商店（川床）・インパルス諏訪（鷹巣）・ショッピングプラザたけだ（指江）
　　　　　　　長島町商工会（鷹巣）・ブックセンター書林（阿久根）・富浜書店（脇本）・諏訪書店（出水）
　　　　　　　出水観光旅行社（出水）・ファミリーマート（全国・イープラス）
　　　　　　　※Ｓ席は長島町文化ホール、ファミリーマート（イープラス）のみ。
販 売 開 始 日 ＝12 月 11 日（月）　９時～
問い合わせ先＝長島町文化ホール（長島町教育委員会社会教育課）☎（88）6500



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８１

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

12/31 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

２９ ３０ ３１ 2/1 2/2 2/3

元旦

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○福永内科循環器科 62-8200
○有村産婦人科・内科 73-4180
○柏木歯科クリニック 79-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□こがね薬局 64-1132
□かりん薬局 64-1400
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○柏木歯科クリニック 79-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□あすか薬局 63-7322
□三文字薬局 75-0073
◇二宮医院 62-0167

○平尾診療所 88-2595
○しもぞのクリニック 63-8300
○東医院 67-1861
○内山病院 73-1551
○しお歯科医院 67-5844
□五万石薬局 63-8800
□スマイル薬局出水店 67-2055
□本町薬局 73-3233
◇しみずこども医院 68-0633

■燃える　ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

□平成 30年長島町成人式
（長島町文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○高尾野診療所 82-0017
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○門松医院 64-6100
○よしだ歯科クリニック79-3443
□高尾野会営薬局 64-2110
□クレイン調剤薬局 63-4300
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇出水総合医療センター67-1611

成人の日

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○山田クリニック 72-0420
○村岡歯科医院 62-0601
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○北国医院 72-0016
○金子歯科医院 63-2150
□しおかぜ薬局 88-6011
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□上野薬局 72-1016
◇キッズクリニック 63-7707

□長島町消防出初式
（鷹巣運動場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

□第16回長島すいせんウォーク
（長島町文化ホール周辺）

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○阿久根眼科 72-0040
○福原歯科医院 63-2501
□ふれあい薬局 63-3070
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○林胃腸科外科 73-3639
○石沢歯科医院 84-4411
□タカラ調剤薬局 62-8813
□阿久根薬局 72-1017
◇しみずこども医院 68-0633

●１月８日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青
年を祝いはげます」ことを趣旨としています。


